
　　
昨
年
の
８
月
末
よ
り
実
施
し
て
い
た
太

田
・
黒
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
12
月
末
に

終
了
し
ま
し
た
。
『
風
車
』
第
17
号
で
、

調
査
途
中
段
階
で
の
概
要
報
告
を
お
こ
な

い
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
れ
以
降
に
見

つ
か
っ
た
遺
構
や
調
査
で
わ
か
っ
て
き
た

所
見
を
簡
単
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
区
の
調
査
概
要

　
調
査
区
の
東
半
分
に
あ
た
る
Ｂ
区
で
は
、

西
半
分
の
Ａ
区
と
同
様
に
江
戸
時
代
・
奈

良
時
代
・
弥
生
時
代
の
各
時
期
に
お
け
る

遺
構
面
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
３
層
上
面
（
２
層
下
面
）
で
は
、
江
戸

時
代
以
降
に
造
ら
れ
た
南
北
方
向
（
一
部

は
東
西
に
直
交
）
に
並
行
す
る
鋤
溝
群
を

検
出
し
ま
し
た
。
調
査
地
一
帯
が
そ
の
頃

耕
作
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
３-

２
層
上
面
で
は
、
奈
良
時
代
の
流
路

や
溝
、
大
形
土
坑
な
ど
を
検
出
し
ま
し
た
。

溝
に
並
行
す
る
位
置
で
等
間
隔
に
連
続
し

て
並
ぶ
土
坑
群
も
検
出
で
き
ま
し
た
。

　
４
層
上
面
で
は
、
弥
生
時
代
の
溝
や
土

坑
、
竪
穴
住
居
、
炭
化
物
を
多
く
含
む
土

坑
な
ど
を
検
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺

構
は
弥
生
時
代
中
期
（
中
葉
～
後
葉
）
の

時
期
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
調
査
区
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
実
態
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
遺
跡
の
東
側

縁
辺
部
に
あ
た
り
ま
す
。
竪
穴
住
居
は
１

棟
し
か
検
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遺

跡
の
東
端
部
ま
で
集
落
の
居
住
域
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
重

要
な
成
果
に
な
り
ま
し
た
。
　

　－第20号の主な内容－

１．太田・黒田遺跡（県１次）

　　発掘調査　概要報告２

２．太田・黒田遺跡

　　第２回現地説明会の報告

３．コラム【考古学の散歩道】

　　－金沢城と和歌山城－

太
田
・
黒
田
遺
跡
（
県
１
次
）

　
　
　
　
発
掘
調
査
　
概
要
報
告
２

太
田
・
黒
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
で

　
　
弥
生
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
を
発
見
！
　

（
報
告
　
仲
原
知
之
）

太田・黒田遺跡周辺　弥生時代遺跡　位置図

紀ノ川

亀ノ川

日方川

太田・黒田遺跡

滝ケ峰遺跡

西田井遺跡

宇田森遺跡

川辺遺跡

亀川遺跡

大野中遺跡

岡村遺跡

０ 10km

北田井遺跡

第２回現地説明会風景

す
き
み
ぞ

ど
　
こ
う

た
て
あ
な

紀州の歴史と文化の風

文化財センター通信

　【かざぐるま】
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平成18年３月３日発行
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１



竪
穴
住
居
に
つ
い
て

　
調
査
区
南
東
隅
で
検
出
し
た
円
形
の
住

居
跡
で
、
検
出
規
模
は
東
西
約
７
ｍ
・
南

北
約
４
ｍ
で
、
南
半
分
は
調
査
区
外
で
調

査
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
居
床
面
で
３

条
の
壁
溝
が
検
出
で
き
、
断
面
の
観
察
に

よ
り
内
側
か
ら
外
側
へ
壁
溝
が
掘
り
直
さ

れ
た
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
住
居
内
で

は
ピ
ッ
ト
を
複
数
検
出
し
、
そ
の
う
ち
３

～
５
基
は
住
居
を
支
え
る
柱
穴
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
住
居
の
埋
土
で
は
炭
化
物
や
焼

土
層
が
確
認
で
き
、
焼
失
し
て
廃
棄
さ
れ

た
住
居
と
推
測
で
き
ま
す
。
住
居
内
で
は

完
形
品
の
壺
や
甕
な
ど
の
弥
生
土
器
が
数

個
体
出
土
し
て
、
火
災
時
に
持
ち
出
さ
れ

ず
に
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
住
居
を
取
り
囲
む
幅
２
～
３
ｍ
の
溝
が

検
出
で
き
、
住
居
と
の
切
り
合
い
が
確
認

で
き
な
い
な
ど
同
時
期
に
存
在
し
た
と
判

断
し
ま
し
た
。
埋
土
上
層
か
ら
多
量
の
土

器
が
捨
て
ら
れ
た
状
況
で
出
土
し
ま
し
た
。

　
　

　
　
　

弥生時代中期の竪穴住居（遺構300）

土器溜まり

　８層上面
　　遺構群
（弥生時代前期）

小ピット
・小溝群

土器棺(遺構125・126)

竪穴住居(遺構300)

溝(遺構290)

溝状土坑

溝状土坑土坑群

炭化物土坑

炭化物土坑

小ピット群

溝状土坑

溝状土坑

溝(遺構130）

溝(遺構291)

溝(遺構128Ｗ)

 溝
（遺構128Ｅ）

溝(遺構129)

　井戸
（遺構140）

　井戸
（遺構142）

　井戸
（遺構150）

南

４層上面遺構検出状況　＜弥生時代＞

０ ４ｍ弥生時代の遺構（上層で検出）
弥生時代の遺構（下層で検出）

Ｂ区Ａ区

谷状地形
（中期前葉
　　～中葉）

（Ｓ＝1/250）

溝(遺構145)

北

竪穴住居を取り囲む溝（遺構290）竪穴住居内で出土した弥生土器

へ
き
こ
う

か
め

ま
い
　
ど

２



１
．
参
加
者
に
つ
い
て
　
参
加
者
86
名
（
男
性
56
名
・
女
性
30
名
）

　
　
　
内
訳
　
和
歌
山
市
太
田
及
び
黒
田(

地
元)

26
名
　
そ
の
他
の
市
町
村
20
名
　
　
　

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
和
歌
山
市
内
34
名
　
　
　
　
　
不
明
６
名

 
 
 
 

＊
そ
の
他
の
市
町
村
の
内
訳
　
県
内
４
名
（
紀
の
川
市
２
・
広
川
町
１
・
湯
浅
町
１
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
10
名
、
奈
良
県
10
名
、
京
都
府
１
名
、
兵
庫
県
１
名

　
　
＊
名
簿
に
記
入
し
て
い
な
い
人
を
含
め
る
と
実
際
は
約
１
０
０
名
弱
の
参
加
者
に
な
る
。

　
　
＊
前
回
（
第
１
回
説
明
会
）
は
参
加
者
67
名
（
男
性
44
名
・
女
性
23
名
）

　
　
　
　
う
ち
地
元
32
名
・
そ
の
他
和
歌
山
市
29
名
・
そ
の
他
市
町
村
４
名
・
不
明
２
名
。

　
　
＊
前
回
に
比
べ
て
、
他
府
県
な
ど
の
和
歌
山
市
以
外
か
ら
来
ら
れ
た
人
が
多
く
な
っ
た
。

　
　
＊
前
回
よ
り
は
他
地
域
へ
の
宣
伝
は
で
き
た
が
、
地
元
で
多
く
呼
べ
な
か
っ
た
こ
と
は
課
題
。

２
．
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
回
答
34
名
　
う
ち
男
性
15
名
・
女
性
19
名
）
　

　
【
年
齢
】
男
性
　
10
代
０
名
　
20
代
２
名
　
30
代
０
名
　
40
代
２
名

　
　
　
　
　
　
　
　
50
代
５
名
　
60
代
５
名
　
70
代
１
名
　
80
代
以
上
１
名

　
　
　
　
　
女
性
　
10
代
５
名
（
小
学
生
３
・
大
学
生
２
）
20
代
０
名
　
30
代
０
名
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
40
代
３
名
　
50
代
７
名
　
60
代
３
名
　
70
代
０
名
　
80
代
以
上
１
名

　
　
＊
前
回
と
違
っ
て
小
学
生
の
参
加
者
が
増
え
た
（
約
10
名
く
ら
い
の
参
加
者
）
。

　
　
＊
前
回
と
違
い
10
代
後
半
は
増
え
た
が
、
前
回
同
様
に
20
代
・
30
代
の
参
加
者
は
少
な
い
。

　
【
今
回
の
発
掘
調
査
の
第
１
回
現
地
公
開
（
今
年
10
月
８
日
）
に
来
ま
し
た
か
？
】

　
　 

a
. 

来
た
：
２
名
　 b

. 

来
て
な
い
：
27
名
　 c

. 

行
け
な
か
っ
た
：
５
名

　
　
＊
予
想
以
上
に
前
回
参
加
者
が
少
な
い
。
リ
ピ
ー
タ
ー
を
つ
か
ま
え
る
工
夫
が
必
要
。

　
【
他
の
遺
跡
の
現
地
説
明
会
に
つ
い
て
】

　
　 a
. 

何
度
も
行
っ
て
い
る
：
９
名
　 b

. 

近
く
な
ら
行
く
：
７
名
　c

. 

初
め
て
：
19
名

　
　
＊
始
め
て
来
た
人
の
割
合
が
多
い
。
近
く
な
ら
行
く
人
と
合
わ
せ
て
地
元
で
の
関
心
の
高
さ
。

　
　
＊
地
方
版
し
か
掲
載
さ
れ
な
く
て
も
、
宣
伝
に
よ
り
何
度
も
足
を
運
ぶ
人
（
他
府
県
）
が
来
る
。

　
【
現
地
説
明
会
に
つ
い
て
ど
こ
で
情
報
を
知
り
ま
し
た
か
？
】

　
　
　a

. 

新
聞
：
12
名
（
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
テ
レ
ビ
和
歌
山
の
ニ
ュ
ー
ス
）

　
　
　b

. 

調
査
現
場
の
案
内
板
：
５
名
　
　c

. 

自
治
会
の
回
覧
板
：
６
名

　
　
　d

. 

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
１
名
　
　e

. 

現
地
説
明
会
の
チ
ラ
シ
：
６
名

　
　
　f. 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
０
名
　g

. 

知
人
か
ら
：
３
名
　
　h

. 

そ
の
他
：
２
名

　
　
＊
前
回
は
新
聞
11
名
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
１
名
、
知
人
１
名
、
案
内
板
６
名
、
回
覧
板
１
名
。

　
　
＊
前
回
よ
り
宣
伝
期
間
も
長
く
（
回
覧
板
等
）
、
宣
伝
範
囲
も
少
し
広
げ
た
結
果
が
現
れ
た
。

　
　
＊
新
聞
の
効
果
は
大
き
い
が
、
今
回
の
よ
う
に
全
紙
に
掲
載
さ
れ
な
い
と
、
宣
伝
方
法
が
課
題
。

　
　
＊
調
査
現
場
の
案
内
や
自
治
会
の
回
覧
板
な
ど
地
元
の
人
た
ち
向
け
の
宣
伝
は
効
果
が
あ
っ
た
。

　
　
＊
お
知
ら
せ
（
チ
ラ
シ
）
の
配
布
も
効
果
が
あ
る
が
、
配
布
方
法
や
配
布
先
な
ど
検
討
が
必
要
。

　
　
＊
現
地
説
明
会
の
案
内
は
、
発
表
内
容
決
定
が
１
～
２
週
間
前
と
宣
伝
す
る
期
間
が
短
い
。

　
　
＊
当
日
、
今
城
塚
古
墳
や
京
都
・
滋
賀
で
現
地
説
明
会
が
あ
っ
た
が
他
府
県
か
ら
も
来
た
。

　
【
今
回
の
現
地
説
明
会
に
つ
い
て
の
感
想
】

　
10
代
前
半
女
性
　
弥
生
・
奈
良
時
代
の
詳
し
い
説
明
だ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
。
／
学
校

　
で
今
や
っ
て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
。
／
市
内
で
も
遺
跡
が
見
つ
か
り
チ
ョ
ー
感
激
。

　
10
代
後
半
女
性
　
土
器
が
触
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
／
昔
の
遺
跡
が
見
れ
て
よ
か
っ
た
。

　
／
土
器
を
直
接
手
に
取
れ
た
事
が
印
象
的
。

　
20
代
男
性
　
も
う
少
し
遺
構
の
近
く
で
見
た
い
。
／
ネ
ッ
ト
で
地
図
を
載
せ
て
ほ
し
い
。

　
40
代
女
性
　
初
め
て
で
び
っ
く
り
、
本
で
み
た
と
お
り
で
実
際
み
て
よ
か
っ
た
。

　
40
代
男
性
　
触
れ
て
大
変
良
か
っ
た
。
／
地
元
に
土
器
展
示
コ
ー
ナ
ー
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
50
代
女
性
　
発
掘
し
た
も
の
だ
と
実
感
で
き
た
。
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
。
／
身
近
に
遺
跡

　
が
あ
っ
た
事
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
50
代
男
性
　
直
接
触
れ
て
良
か
っ
た
。
／
地
元
史
を
知
ら
な
い
の
で
こ
の
機
会
に
勉
強

　
し
た
い
。
／
積
極
的
に
告
知
し
て
欲
し
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
る
人
は
限
ら
れ
る
。

　
60
代
男
性
　
見
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
説
明
を
聞
く
と
よ
く
わ
か
っ
た
。

　
　
＊
土
器
な
ど
の
遺
物
を
直
接
触
れ
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
好
評
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
＊
広
く
宣
伝
す
る
方
法
が
課
題
。
新
聞
以
外
の
一
般
向
け
の
宣
伝
方
法
を
考
え
る
必
要
。

　
　
　
太
田
・
黒
田
遺
跡
　
　
第
２
回
現
地
説
明
会
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
平
成
17
年
12
月
10
日
（
土
）
　
13
時
半
～
15
時
半
開
催
（
晴
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
　
仲
原
（
＊
は
報
告
者
の
コ
メ
ン
ト
）

３



コラム【考古学の散歩道  その11.】

　
　
　
　
　
金
沢
城
と
和
歌
山
城

　
先
日
、
金
沢
市
内
を
訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
少
し
時
間

が
あ
っ
た
の
で
足
を
の
ば
し
て
金
沢
城
を
見
学
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
昨
年
、
水
軒
堤
防
（
和
歌
山
市
西
浜
）
の

石
積
み
堤
防
の
発
掘
調
査
を
担
当
し
た
こ
と
で
、
多
少
石

垣
（
石
積
み
）
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
石
垣
の
観

察
を
中
心
に
金
沢
城
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
金
沢
城
の
石
垣
普
請
は
前
田
利
家
の
治
世
、
文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
に
始
ま
り
、
段
階
的
に
石
垣
整
備
が
進
み

ま
し
た
。
石
垣
完
成
後
も
た
び
た
び
修
理
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
金
沢
城
の
石
垣
は
、
整
備
や
修
理
の
時
期

ご
と
に
石
積
み
の
技
法
や
様
式
が
変
遷
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
文
献
資
料
の
分
析
や
発
掘
調
査
の
結
果
な
ど

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
日

本
の
城
郭
史
に
と
っ
て
重
要
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
城
内
を
見
学
し
て
感
心
し
た
こ
と
は
、
金
沢
城
を
「
石

垣
の
博
物
館
」
と
銘
打
っ
て
、
石
垣
の
時
期
的
変
遷
と
そ

の
石
垣
の
場
所
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
石

垣
前
に
説
明
板
が
あ
っ
て
石
垣
の
変
遷
を
た
ど
る
散
策
コ

ー
ス
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
石
積
み

技
法
の
違
い
が
一
目
で
わ
か
る
こ
と
が
で
き
、
考
古
学
上

の
成
果
を
一
般
の
人
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と

す
る
活
動
が
伺
え
ま
す
。
金
沢
城
に
は
観
光
客
を
は
じ
め
、

散
歩
に
訪
れ
る
地
元
の
人
た
ち
も
多
く
、
そ
う
い
う
人
た

ち
が
石
垣
の
前
に
ふ
と
立
ち
止
ま
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。

　
一
方
和
歌
山
城
は
、
羽
柴
秀
吉
の
紀
州
攻
め
後
の
天
正

一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
構
築
さ
れ
た
結
晶
片
岩
の
石
垣
、

一
七
世
紀
初
頭
の
浅
野
家
が
築
い
た
砂
岩
の
石
垣
、
紀
州

徳
川
家
入
城
以
降
の
切
石
を
用
い
た
石
垣
へ
と
変
遷
が
た

ど
れ
ま
す
。
し
か
し
、
観
光
客
や
散
歩
す
る
人
は
同
じ
よ

う
に
多
い
け
れ
ど
、
説
明
板
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

城
内
を
歩
い
て
い
て
も
石
垣
の
時
期
や
変
遷
な
ど
を
知
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
和
歌
山
城
の
石
垣
は
全
国
に
も
誇

れ
る
く
ら
い
堅
固
で
立
派
に
造
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
金

沢
城
に
見
劣
り
し
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
整
備
や
説
明
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
希
望
し
て
い
ま
す
。
（
仲
原
知
之
）

はしづめもんつづきやぐら

         　　　　第20号

　  平成18年３月３日　発行

   (財)和歌山県文化財センター

　　〒640-8404

 　　　和歌山市湊571-1

　　Tel：073（433）3843

　　Fax：073（425）4595

e-mail：maizou-1@wabunse.or.jp

URL　http://www.wabunse.or.jp　

《
編
集
後
記
》
太
田
・
黒
田
遺
跡
の
発

掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に
整
理
作

業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
遺
物
の
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
原
）

金沢城:本丸丑寅櫓下石垣（16世紀末）

金沢城:二ノ丸橋爪門続櫓石垣（19世紀前半）

和歌山城:山吹渓石垣（16世紀末）

和歌山城:松の丸櫓台石垣（18世紀前半）

和歌山城

天守閣

(昭和33年再建)

金沢城

橋爪門続櫓

・五十間長屋

(平成13年復元)

ふ
し
ん

す
い
け
ん

うしとらやぐらした

やぐらだい

やまぶきだに

４


